
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年６月２１日                NO,６５７ 

 

       金子甚内の墓 

 金子甚内は、延享２年（１７４５）利根 

町大楊に生まれ、法神流の遣い手であると 

ともに堤宝山流和合（やわら）二十一代総 

統で、柔術（格闘術）の大家でした。 

 金子甚内が中年になったころ、利根にき 

た楳本法神（うめもとほうしん）と立ちあい、その神技に驚

き師事しました。 

星野房吉が平川不動尊に奉納した法神流掲額には、後見人

筆頭として「富樫白生門人金子甚内倶忠」と明記されている

ことからも楳本法神の門人であったことがわかります。  

 金子甚内は、大楊の豪農で大きな屋敷を構え、武芸の達人

であるとともに、医療の心得もあったようで、家伝の薬でマ

ムシにかまれた人を幾人も助けたともいわれ、天保３年（１

８３２）に８６歳で亡くなりました。（墓は大楊にあります） 

         養武館道場跡 

 幕末の時代、法神流の剣士で江戸の警戒にあたった新徴組               

の小頭で剣術を指導した中澤貞祇と、女剣士として新徴組に

参加した妹の琴が、父から剣を教わっ

た道場が穴原の養武館道場でした。 

 大正時代に道場は焼失してしまいま

しい今は草原ですが、跡地には養武館

の碑が建てられています。 
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 新型コロナウイルス対策が中心となった令和２年度沼田市一般会計補正

予算（専決処分）は、総額が５０億３，８００万円で、そのうち４７億１，

２００万円が国民一人に１０万円を給付する国からのお金だったことか

ら、大東議員は、市民のくらしや事業者を応援するために財政調整基金を

さらに活用することが必要ではなかったのかと質疑をおこないました。 

 総務部長は、「コロナ対策を引き続きやっていくことも考えなくてはなら

ない。１年間のなかでトータル的なバランスを考えた財政運営をおこなっ

ていかなくてはならない」と答えました。 

 市では、コロナ禍が経済に与えた影響が大きいことか

ら、ふるさと納税の一つであるガバメントクラウドファ

ンディングを活用した支援金の募集をはじめました。 

 寄付の募集期間は、８月３１日までで、プロジェクト

の第１弾として、寄せられた支援金は飲 

食業、観光業への支援を予定しています。 

 市内の人が協力した場合は、返礼品を 

受け取れませんが、通常のふるさと納税 

と同じように寄付金控除を受けることが 

できます。 

 市では、政府配布のマスク（アベノマスク）の寄付を

受け付ける回収箱をテラス沼田３階の総合案内、利南、    

池田、薄根、川田の各公民館と白沢

支所、利根支所に設置しました。 

 寄付ができるマスクは、未開封・

未使用のものに限ります。 

 アベノマスクは、カビがついてい

たり汚れがあるなど問題があり、業

者の選定でも不透明さを指摘する

声がありました。 

 大東議員は一般質問で、沼田市公共施設と総合管理計画の進捗状況と市

民や施設利用者への説明をどのようにおこなうのかを質問しました。 

 市長は、「令和３年度までの第１期アクションプランに取り組んでいる。

７７の早期対応が必要な施設のうち、令和元年度までに１１施設が実施済

みとなり、令和３年度までに８施設が実施済みとなる予定」と答え、説明

については、「各課ですすめ、市政懇談会でも説明する」と答えました。 

 大東議員は、予定されていた中央公民館利用者への 

説明が新型コロナウイルスの問題で、十分にできなく 

なったことから、来年３月の廃止時期を延長し、さら 

に説明と話し合いを続けるように求めましたが、市長 

は「検討したい」と答えるにとどまりました。 

 


